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女
性
も
男
性
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

第
２
次
計
画
策
定
の
背
景
と

計
画
の
位
置
づ
け

　
国
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
を
制
定
し
て
10
年
、市
が

「
唐
津
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
」
を
策
定
し
て
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。し
か
し
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
言
葉
で
代

表
さ
れ
る
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
は
、依
然
と
し
て
社
会

に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
20
年
に
は
保
護
命

令
の
拡
充
な
ど
が
規
定
さ
れ
た

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
改
正
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
新
た
に
策
定
し
た
第
２

次
計
画
は
、国
や
県
の
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
勘
案
し
て
策

定
し
、さ
ら
に
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
者
支

援
に
関
す
る
基
本
計
画
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

計
画
の
期
間

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
ま
で
の
５
か
年
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
の
基
本
目
標
と
課
題

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
向
け
て
４
つ
の
目
標
を
定
め

て
お
り
、そ
の
実
現
の
た
め
に
11

項
目
の
重
点
課
題
を
設
け
、そ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
施
策

の
方
向
を
掲
げ
て
い
ま
す
。（
３

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

Ⅰ �
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く

り
Ⅱ �

男
女
が
と
も
に
自
立
し
、
い

き
い
き
と
働
き
、
活
動
す
る

社
会
づ
く
り

Ⅲ �

配
偶
者
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
に

対
す
る
暴
力
等
の
根
絶

　 

（�

唐
津
市
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援

基
本
計
画
）

Ⅳ 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　
市
で
は
、平
成
17
年
度
に
唐
津

市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
（
平

成
17
年
度
～
21
年
度
）
を
策
定

し
、様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
な

る
唐
津
市
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
策
定
懇
話
会
か
ら
の
提
言

や
、最
近
の
新
た
な
社
会
的
課
題

へ
の
対
応
を
反
映
さ
せ
、新
た
に

「
唐
津
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
（
第
２
次
）
及
び
唐
津
市
Ｄ
Ｖ

被
害
者
支
援
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
政
の
様
々
な
分
野

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
反

映
さ
せ
、女
性
も
男
性
も
、そ
の

能
力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は

男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働
課

☎
７
２
‐
９
２
３
９

男女共同参画に関する意識調査から
※唐津市民意識調査（平成20年８月〜９月に実施）

質問  「男は仕事、女は家庭」という考えについてどう思いますか

　「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計は、女性約30％、男性
約37％で、「反対」と「どちらかといえば反対」の合計は女性約
36％、男性約25％となっています。年代別の比較では、若い世代
で反対率が高い傾向となりました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女
20歳代

30歳代

年

　代

　別

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

賛成 どちらかといえば賛成
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「
唐
津
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画（
第
２
次
）

及
び
唐
津
市
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
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基本
目標 重点課題 施策の方向

Ⅰ
　
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

□1 �性別による固定
的な役割分担意
識の解消の推進

□2 �幼児期からの人
権尊重･男女平
等教育の推進

□3 �政策･方針決定
過程への女性の
参画促進

□4 �国際理解と交流
の推進

Ⅱ
　
男
女
が
と
も
に
自
立
し
、い
き
い
き
と
働
き

　
　
活
動
す
る
社
会
づ
く
り

□1 �意欲をもって働
ける職場環境の
整備促進

□2 �男女がともに担
う子育て体制の
充実

□3 �農林漁業･商工
自営業における
男女共同参画の
推進

□4 �市民協働の社会
づくり

□5 �高齢者･障がい
のある人等が自
立し、安心して
暮らすための支
援の充実

Ⅲ
　�

配
偶
者
及
び
パ
ー
ト

ナ
ー
に
対
す
る
暴
力

等
の
根
絶

女性に対する暴力
等の根絶

Ⅳ
　�

生
涯
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り

生涯を通じた健康
支援の充実

①�男女共同参画
の啓発活動の
推進と情報提
供

①�幼稚園･児童福祉施設
等における人権教育･
男女平等教育の推進

①�公的審議会等
への女性委員
の登用促進

①�女性の職域拡大と積
極的な登用促進の啓
発

①�多様な保育需要に対
応した保育支援の充
実

①�女性の能力開発、方針
決定過程への参画推進

①�地域活動での男女
共同参画推進の理
解と促進

①�高齢者や障がいのある
人等が自立し安心して
暮らせる環境づくり

①�女性に対する暴力等を許さ
ない社会づくりに関する意
識啓発と情報提供

③�ＤＶ被害者の保護体
制の整備

①�生涯にわたる
総合的な健康
づくりの推進

④�生命と性を尊
重する教育の
推進

④�ＤＶ被害者に対する自
立支援の体制づくり

②�母性保護の
充実

⑤�心の健康づ
くり

③�妊娠･出産にお
ける女性の健
康支援の充実

②�ＤＶ被害者の発
見通報体制や相
談体制の整備

唐津市ＤＶ被害者支援基本計画

②�男女がともに
担う介護、看
護体制の推進

②�市民協働にお
ける男女共同
参画の推進

③�消 防･防 災 に
おける男女共
同参画の推進

④�地域社会づくりに取り組
む、地域婦人会･女性ネッ
トワーク等への支援

②�「みんなで子育て」の意
識づくり、体制づくり

②�働きやすい職場環境の
整備促進と事業者等へ
の啓発

③�女性の就業･
起業に対する
支援の推進

④�ワーク･ライフ
･バランスの推
奨

①�国際交流を通じた、調査･研究によ
る男女共同参画の推進

②�市役所における女性職員等の計
画的な人材育成と登用促進

③�地域や市民団体等における方針
決定過程への女性の参画促進

②�学校における人権教
育･男女平等教育の推
進

③�教育現場の意
識の向上

④�保護者への男
女平等意識の
啓発

④�男女共同参画
に関する意識･
実態の調査、研
究と情報提供

⑤�情報を正しく
判断し活用す
るための能力
の向上

⑥�市役所におけ
る推進体制の
充実

②�家庭に関わる
意識の形成

③�女性リーダー
育成の推進

唐津市男女共同参画行動計画(第２次)及び唐津市ＤＶ被害者支援基本計画
４つの基本目標と重点課題、施策の方向
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唐津出身の建築家 辰野金吾 監修

旧唐津銀行
平成23年春 一般公開予定

「
辰
野
式
」と
呼
ば
れ
る

建
物
の
デ
ザ
イ
ン

　
旧
唐
津
銀
行
本
店
は
、明
治
45

年
（
１
９
１
２
年
）
３
月
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
煉れ

ん

瓦が

造
、地
下
１
階
、地
上

２
階
の
洋
風
建
築
物
で
す
。

　
設
計
は
清
水
組
（
現
・
清
水
建

設
㈱
）
の
田
中
実
で
す
が
、田
中

の
師
で
あ
り
東
京
駅
な
ど
を
設

計
し
た
唐
津
出
身
の
明
治
を
代

表
す
る
建
築
家
、辰
野
金
吾
が
監

修
し
て
い
ま
す
。

　
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、イ
ギ
リ
ス

の
ク
ィ
ー
ン
・
ア
ン
様
式
を
日

本
化
し
た
「
辰
野
式
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、外
壁
は
赤
煉れ

ん

瓦が

調
の

化
粧
タ
イ
ル
と
白
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

で

化
粧
を
し
、天
然
ス
レ
ー
ト
葺ぶ

き

の

屋
根
の
上
に
尖せ

ん

塔と
う

を
載
せ
、王
冠

の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

旧
唐
津
銀
行
の
歴
史

　
旧
唐
津
銀
行
は
、明
治
18
年
に

設
立
さ
れ
、明
治
45
年
に
本
店
が

現
在
地
（
唐
津
市
本
町
）
に
移
転

新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
他
の
銀
行
と
の
合

併
・
統
合
や
本
店
を
佐
賀
市
内

に
移
す
な
ど
し
、佐
賀
銀
行
と
な

り
ま
し
た
。唐
津
市
本
町
に
あ
る

建
物
は
、佐
賀
銀
行
唐
津
支
店
と

し
て
平
成
９
年
２
月
ま
で
利
用

さ
れ
、同
年
４
月
に
佐
賀
銀
行
か

ら
唐
津
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
的
に
も
貴
重
な
こ
の
建

物
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
、平

成
14
年
に
市
指
定
重
要
文
化
財

と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
整
備
を
完
了
し

一
般
公
開
へ

　
市
で
は
、貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
こ
の
建
物
を
後
世
に
伝
え
る

と
と
も
に
、観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、平
成
20
年
７
月
か

ら
保
存
整
備
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
22
年
３
月
ま
で
に
、

本
館
の
保
存
復
元
が
ほ
ぼ
終
わ

り
、創
建
当
時
の
姿
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
は
、本
館
の
北
側

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
、ト
イ

レ
を
備
え
た
付
属
棟
を
建
設
し

ま
す
。ま
た
、駐
車
場
な
ど
の
外

構
工
事
や
広
場
を
整
備
し
た
う

え
で
、平
成
23
年
春
に
一
般
公
開

す
る
予
定
で
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設

　
本
館
は
地
下
１
階
、地
上
２
階

建
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
階
は
展
示
施
設
、地
下
１
階

は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
し
、

１
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て

皆
さ
ん
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、入
館
は
無
料
で
す
が
、

特
別
展
示
の
場
合
、展
示
施
設
の

観
覧
料
が
有
料
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、多
目
的
ホ
ー

ル
の
使
用
料
金
は
、利
用
時
間
に

応
じ
て
納
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
多
目
的
ホ
ー
ル
使
用
料

　
１
時
間
に
つ
き 

千
円

　
※�

午
後
６
時
以
降
の
使
用
料

は
、１
時
間
あ
た
り
の
料
金

に
25
パ
ー
セ
ン
ト
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

●
駐
車
場
使
用
料

　
１
時
間
以
内
　

100
円

　�

１
時
間
を
超
え
る
と
き
、30
分

ご
と
に
100
円
を
加
算

　
※�

展
示
施
設
を
観
覧
す
る
と

き
は
１
時
間
以
内
は
無
料
。

詳
し
く
は
　
観
光
課

（
☎
７
２
‐
９
１
２
７
）

◀�

古
写
真
に
基
づ
き
復
元
さ
れ
た
２

階
貴
賓
室
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯

◀�

格
子
が
復
元
さ
れ
た
１
階
カ
ウ
ン

タ
ー
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唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

国勢調査は みんなで描く 日本の自画像
10月１日、国勢調査を実施します！
　９月下旬から、国勢調査員が調査票をお届けします。国勢調査は、住民票の
届け出に関係なく、実際にふだん住んでいるところで調査します。皆さんの
ご理解をお願いします。

詳しくは　企画政策課（☎７２－９２０７）

国
勢
調
査
と
は
？

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、日
本
国
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
、ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
調
査
し
ま

す
。日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人

も
、国
籍
に
関
係
な
く
、調
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
統
計
は
、国
や
市
な
ど

の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、国
民
の
共

有
財
産
と
し
て
研
究
・
教
育
活

動
、経
済
活
動
な
ど
幅
広
い
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て

答
え
る
の
？

　
調
査
員
証
を
身
に
着
け
た
国

勢
調
査
員
が
、９
月
下
旬
に
皆
さ

ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。「
調
査
票
の
記
入

の
仕
方
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
方
法
は
、次
の
２
通
り
が

あ
り
ま
す
。

①�「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」
に
入

れ
て
封
を
閉
じ
、調
査
員
に
提

出
。

②�「
郵
送
用
提
出
封
筒
」
に
入
れ

て
封
を
閉
じ
、市
に
郵
送
で
提

出
。

　
封
筒
に
入
れ
る
前
に
記
入
も

れ
が
な
い
か
、

確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
か
？

　
国
勢
調
査
は
「
統
計
法
」
と
い

う
法
律
に
よ
り
、厳
格
な
個
人
情

報
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
す
る

調
査
員
は
、総
務
大
臣
が
任
命
す

る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
あ

り
、守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、調
査
員
に
調
査
票
を
提

出
す
る
場
合
も
、あ
ら
か
じ
め
配

布
す
る
封
筒
に
封
入
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
た
め
、調
査
員
が

記
入
内
容
を
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
集
計
後
の
調
査
票
は
溶
解
処

分
さ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
個

人
情
報
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
答
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
か
？

　
正
確
な
統
計
に

基
づ
い
て
、公
正
で

効
率
的
な
行
政
を

行
う
た
め
に
は
、日

本
に
住
む
す
べ
て
の
人
か
ら
の

記
入
も
れ
の
な
い
正
確
な
回
答

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、国
の
重
要
な
統
計

調
査
（
基
幹
統
計
調
査
）
で
あ
る

国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、「
統
計

法
」
に
お
い
て
、調
査
対
象
者
の

報
告
義
務
と
、報
告
を
拒
ん
だ
り

虚
偽
の
報
告
を
し
た
り
し
た
場

合
の
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
に
報
告
義
務

を
定
め
る
一
方
、調
査
に
従
事
す

る
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、守
秘

義
務
や
調
査
票
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
厳
格
な
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
違
反

し
た
場
合
に
は
、罰
則
も
あ
り
ま

す
。

　
国
勢
調
査
の
重
要
性
、そ
し
て

統
計
法
に
報
告
義
務
、秘
密
の
保

護
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、調
査
票
に
は

正
確
な
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

国勢調査で調べることは
20項目です

①世帯員についての15項目
　�（氏名、男女の別、出生年月、就

業状態、従業地または就学地

など）

②世帯についての５項目
　（世帯員の数、住居の種類など）

　調査において、氏名の記入は

調査もれや重複を防ぐなどの意

味があり、就業状態を調査する

のは、国や地域の経済状況の把

握のために必要な情報だからで

す。それぞれの項目に、調査をす

る大事な意味があります。

不明な点はコールセンターを
ご利用ください
国勢調査コールセンター

（ナビダイヤル）

０５７０－０１－２０１０

（IP電話・PHSの場合）

０３－６７３８－６６７７

【設置期間】

９月11日(土)～10月31日(日)

午前８時～午後９時
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【
提
案
の
方
法
】

　
①
提
案
書
、②
提
案
者
調
書
・

誓
約
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。企
業
に
つ

い
て
は
、地
域
貢
献
活
動
を
説
明

し
た
資
料
（
様
式
は
自
由
）
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
書
類
は
、
男
女
共
同
参

画
・
市
民
協
働
課
お
よ
び
各
支

所
総
務
教
育
興
課
の
窓
口
、ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
７
‐
０
０
１
３

唐
津
市
南
城
内
２
‐
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

N
etw

o
rkS

tatio
n
 

ま
つ
ろ

☎
７
０
‐
０
３
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
０
‐
０
３
０
４

【
提
案
を
募
集
す
る
業
務
】

　「
唐
津
市
業
務
内
容
一
覧
表
」

に
掲
げ
た
業
務
で
す
。新
た
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
業
務

も
提
案
で
き
ま
す
が
、費
用
負
担

も
含
め
、市
と
の
明
確
な
役
割
分

担
が
必
要
で
す
。

【
提
案
の
種
類
】

○
委
託

　
財
政
効
率
を
考
慮
し
、企
画
段

階
か
ら
提
案
者
と
市
が
協
議
し

な
が
ら
進
め
る
事
業
で
す
。

○
事
業
協
力

　
提
案
者
と
市
が
企
画
段
階
か

ら
双
方
で
検
討
を
行
い
、お
互
い

の
得
意
分
野
を
活い

か
し
、費
用
分

担
や
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し

て
実
施
す
る
事
業
で
す
。

【�

唐
津
市
業
務
内
容
一
覧
表
の
公

表
場
所
】

　
男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働

課
お
よ
び
各
支
所
総
務
教
育
課
、

ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人N

etw
o
rk 

S
tatio

n

ま
つ
ろ
（
唐
津
市
南
城

内
２
‐
６
）、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
限
】

　
９
月
30
日(

木)

ま
で

　
市
で
は
、快
適
で
暮
ら
し
や
す

い
「
ま
ち
」
を
、自
分
た
ち
の
手
で

つ
く
っ
て
い
く
「
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

【
唐
津
市
Ｃ
Ｓ
Ｏ
提
案
型
協
働
創

出
事
業
と
は
？
】

　
市
が
取
り
組
む
事
業
を
全
て

公
表
し
、市
民
団
体
や
企
業
な
ど

か
ら
、「
こ
の
事
業
は
、こ
の
よ

う
に
す
れ
ば
も
っ
と
効
果
が
得

ら
れ
る
。私
た
ち
な
ら
こ
ん
な
事

が
で
き
る
。」
な
ど
の
、ア
イ
デ
ア

を
提
案
・
実
施
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、よ
り
満
足
度
の

高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
す
。

【
提
案
者（
組
織
）の
要
件
】

　
市
内
在
住
の
人
や
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
組
織

さ
れ
て
い
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
」
で
、提
案

内
容
を
実
施
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
市
内
の
企
業
や
事
業
所
は
、地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
場
合
に
限
り
、提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
11
月
ま
で
の
主
に
土
曜
日
に
、

大
手
口
広
場
を
交
通
規
制
し
、パ

ラ
ソ
ル
や
い
す
な
ど
を
並
べ
た

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン(
休
憩
ス

ペ
ー
ス)

」と
し
て
開
放
す
る
事
業

を
社
会
実
験
と
し
て
行
い
ま
す
。

～
社
会
実
験
と
は
～

　
対
象
事
業
に
つ
い
て
、継
続
の

可
能
性
を
探
る
た
め
一
定
期
間

試
験
的
に
実
施
し
、そ
の
効
果
を

検
証
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、大
手
口
広
場
を
中
心

と
し
た
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

開
設
が
、ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

の
拠
点
と
な
る
事
業
と
し
て
継

続
可
能
か
を
実
験
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
人
数
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、今
後

の
事
業
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

【
実
施
場
所
】

　
大
手
口
広
場
（
天
候
や
他
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、呉
服
町

ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
他
の
場
所
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
施
日
】

９
月
　
４
日（
土
）、11
日（
土
）

　
　
　
19
日（
日
）、23
日（
木･

祝
）

　
　
　
25
日（
土
）

10
月
　
２
日（
土
）

　
　
　
９
日（
土
）～
11
日（
月･

祝
）

　
　
　
16
日（
土
）、23
日（
土
）

　
　
　
30
日（
土
）

11
月
　
６
日（
土
）、13
日（
土
）

　
　
　
20
日（
土
）、27
日（
土
）

【
実
施
す
る
時
間
帯
】

　
９
月
４
日
・
11
日

　
　
午
後
５
時
～
午
後
９
時

　
９
月
19
日
以
降

　
　
午
前
11
時
～
午
後
７
時

【
そ
の
他
】

　
日
に
よ
っ
て
、音
楽
演
奏
や
飲

食
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は

市
街
地
活
性
化
推
進
室

（
☎
５
３
‐
７
５
０
０
）

い
き
い
き
唐
津
株
式
会
社
（
市
委

託
事
業
実
施
）

（
☎
７
２
‐
３
２
７
８
）

Civil Society Organizations
の略称で、直訳すると「市民社
会組織」。ＮＰＯ法人やボラン
ティア団体に限らず、自治会、
婦人会、老人会、ＰＴＡといっ
た組織や団体を含めて「ＣＳ
Ｏ」と呼びます。

ＣＳＯとは

市
民
協
働
で
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

唐
津
市
Ｃ
Ｓ
Ｏ
提
案
型
協
働
創
出
事
業

Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
市
の
協
働
に
係
る
提
案
を
募
集

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

大
手
口
広
場
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
き
ま
す

社会実験

▲�オープンガーデンの様子
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唐
津
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
目
標
な
ど
、新
た

な
都
市
計
画
に
つ
い
て
、意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
限
】

　
９
月
30
日（
木
）ま
で

【
計
画(

案)

の
公
表
場
所
】

　
都
市
計
画
課
、各
支
所
建
設
水

道
課
、各
出
張
所
、市
立
図
書
館
、

職
員
が
常
駐
す
る
市
立
公
民
館
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】

　
氏
名
、住
所（
団
体
は
所
在
地
・

団
体
名･

代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、都
市
計
画
課
へ

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。（
窓
口
へ
提
出
の
場
合
は
閉

庁
日
を
除
き
ま
す
）

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
８
４
７
‐
８
５
１
１

西
城
内
１
番
１
号

都
市
計
画
課

☎
７
２
‐
９
１
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
‐
９
１
７
９

Ｅ
メ
ー
ル

to
s

h
i-

k
e

ik
a

k
u

@
c

ity
.

karatsu
.lg

.jp

　
帰
り
は
、両
コ
ー
ス
と
も
同
じ

道
順
で
、同
じ
場
所
に
停
車
し
ま

す
。

詳
し
く
は
　
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
‐
９
１
２
４
）

　
９
月
23
日
（
木
・
祝
）
の
秋
分

の
日
に
、墓
地
公
園
ま
で
の
無
料

バ
ス
を
鏡
コ
ー
ス
と
唐
房
コ
ー

ス
の
２
コ
ー
ス
に
分
け
て
運
行

し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

墓
地
公
園
ま
で
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

唐
津
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の

意
見
を
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、自
動
車
の

利
用
実
態
を
把
握
し
、将
来
の
交

通
計
画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎

資
料
を
得
る
目
的
で
、今
年
度
、

全
国
一
斉
に
「
道
路
交
通
セ
ン
サ

ス
」（
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情

勢
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、日
本

全
国
の
道
路
と
道
路
交
通
の
実

態
を
把
握
し
、道
路
の
計
画
、建

設
、管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、昭
和
３
年
か
ら
お
お
む
ね
５

年
間
隔
で
実
施
さ
れ
て
い
る
調

査
で
す
。調
査
結
果
は
、道
路
計

画
、事
業
評
価
、政
策
評
価
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
結
果
の
活
用
事
例
と
し

て
、渋
滞
の
解
消
に
よ
る
交
通
の

円
滑
化
や
輸
送
効
率
の
最
適
化

に
よ
る
産
業
の
振
興
な
ど
、道
路

整
備
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、回
答
内
容
は
、調
査
目

的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
調
査
の
方
法
】

　
平
成
22
年
６
月
末
現
在
で
、国

土
交
通
省
が
管
理
す
る
自
動
車

登
録
情
報
か
ら
調
査
対
象
車
両

を
無
作
為
に
選
び
ま
す
。

　
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
車
両

を
所
有
さ
れ
る
お
宅
に
調
査
員

が
訪
問
し
、調
査
票
の
配
布
と
記

入
の
仕
方
を
説
明
し
ま
す
。

【
調
査
の
内
容
】

　
１
日
の
自
動
車
の
動
き
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。車
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
（
ど
こ

か
ら
ど
こ
へ
行
っ
た
な
ど
）
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
ま
す
。

【
調
査
の
時
期
】

　
９
月
～
11
月
を
予
定

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

佐
賀
国
道
事
務
所
　
調
査
課

　（�

☎
０
９
５
２
‐
３
２
‐

１
１
５
１
）

道
路
河
川
課

（
☎
５
３
‐
７
０
４
７
）

こ
れ
か
ら
の
交
通
計
画
に
活
用
し
ま
す

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

９月23日(秋分の日)　無料バスの停車場所と通過予定時刻表

鏡～墓地公園コース

時刻 停車場所

９:30
９:33
９:35
９:43
９:50
９:51
９:54
９:56
９:58
９:59

10:03
10:05
10:06
10:08
10:15

梶原バス停
まいづるナイン鏡店前バス停
鏡バス停（古代の森会館前）
東唐津駅前バス停
市民グラウンド前バス停
和多田先石バス停
松浦橋バス停
栄町東バス停
千代田町バス停
唐津信用金庫前バス停
熊の原バス停
旭が丘１区バス停
旭が丘５区バス停
陽光台入口
墓地公園到着

帰りの出発予定　11時30分
（集合しだい出発）

唐房～墓地公園コース

時刻 停車場所

10:30
10:32
10:35
10:36
10:39
10:40
10:43
10:48
10:50
10:51
10:53
11:00

唐房入口バス停
佐志浜町バス停
妙見神社下バス停
西唐津駅前バス停
日赤病院前バス停
西朝日町バス停
大手口（肥後堀前）バス停
熊の原バス停
旭が丘１区バス停
旭が丘５区バス停
陽光台入口
墓地公園到着

帰りの出発予定　正午
（集合しだい出発）

7 市報からつ　平成22年９月号
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講演会で 文化の秋をお楽しみください
林田スマ　文化講演会
「ことばの花束」

　フリーアナウンサーの林田スマさんによる講演

会を開催します。

里中満智子＆上野誠　万葉講演会
「万葉集に見る恋愛のカタチ」

　マンガ家で歴史を題材にした作品も多い里中満
智子さん、奈良大学文学部教授の上野誠さんによる
万葉講演会を開催します。

【と　き】10月２日（土）

　　　　開場13:30　開演14:00

【ところ】相知交流文化センター

　　　　文化ホール「サライ」

【入場料】200円（全席自由）

【入場券販売所】
　唐津市民会館、相知交流文化センター

【問い合わせ】
　相知交流文化センター（☎６２－３１１１）

【と　き】９月25日(土)
　開場13:30 開演 14:00

【ところ】唐津市民会館
　　　　大ホール

【入場料】
　大人500円� こども200円
※当日も同価格で販売。
※�未就学児は入場できませ

ん。

【入場券販売所】
　�唐津市民会館、唐津市役所

売店、ふるさと会館アルピ
ノ、まいづる本店、唐津駅
観光案内所、呼子観光案内
所、観光協会鎮西支所、ひ
れふりランド、近代図書
館、古代の森会館、相知交
流文化センター

【問い合わせ】
　唐津市民会館

(☎７２－８２７８)

●講師紹介●

　ＲＫＢ毎日放送のアナウン

サーを経て、現在はフリーア

ナウンサーとして、テレビ、ラ

ジオの番組を中心に、企業や

官公庁の講演会などでも活躍

中。また、筑紫女学園大学の非

常勤講師も勤める。主な著書

として、「ことばの花束」「心

の花束」など。 林田　スマ さん

上野　誠 さん

里中　満智子 さん

　
平
成
23
年
１
月
に
、左
表
の
日

程
の
と
お
り
各
地
区
で
成
人
式

を
行
い
ま
す
。

　
案
内
状
の
発
送
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
市
報
か
ら
つ
11
月
号

や
行
政
放
送
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

詳
し
く
は

生
涯
学
習
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
９
）

平
成
23
年
　
唐
津
市
成
人
式
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

平
成
23
年
唐
津
市
成
人
式
日
程
表

地　区 日　　　時 会　　　場

唐　津 １月９日（日） 午後１時～ 唐津市文化体育館

浜　玉 １月８日（土） 午前10時～ ひれふりランド

厳　木 １月８日（土） 午前11時～ 厳木コミュニティセンター

相　知 １月８日（土） 午前11時～ 相知交流文化センター

北波多 １月８日（土） 午前10時～ 北波多公民館

肥　前 １月５日（水） 午前10時～ 肥前文化会館

鎮　西 １月４日（火） 午前10時30分～ 鎮西公民館

呼　子 １月５日（水） 午前10時30分～ 呼子公民館

七　山 １月８日（土） 午前10時～ 七山公民館

◀
昨
年
の
成
人
式
の
様
子

　
（
唐
津
会
場
）
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万葉講演会・文化講演会・平成23年成人式



唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

【
と
き
】

　
９
月
26
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
開
会

【
と
こ
ろ
】

　
唐
津
市
文
化
体
育
館

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　
弁
当
、
飲
み
物
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
（
応
援
や
見
学
の
人
も

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

【
申
込
期
限
】

　
９
月
10
日（
金
）ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
唐
津
市
障
害
者
福
祉
会
館

　（
☎
７
２
‐
９
１
６
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
４
‐
５
６
２
８
）

　
ま
た
は
、各
障
害
者
団
体

※�

大
会
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
唐
津
市
障
害
者
福

祉
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
今
年
３
月
31
日
現
在
、児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
世

帯
で
、中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
世
帯
は
、子
ど
も

手
当
の
新
規
認
定
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
９
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、今
年

４
月
～
９
月
分
の
手
当
は
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、対
象
と
な
る
世
帯
へ
４

月
中
旬
に
手
続
き
の
案
内
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
と

別
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、案

内
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
世
帯
が
あ
り
ま

し
た
ら
、す
ぐ
に
福
祉
課
、ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
※�

公
務
員
は
勤
務
先
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は

福
祉
課（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

ま
だ
受
信
で
き
な
い
人
に
対
し

て
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償

給
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
対
象
者
】

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全

額
免
除
の
世
帯
（
障
害
者
が
い
る

世
帯
で
、か
つ
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯
）

※�

す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
し
て
い
る
世
帯
は
対

象
外
で
す
。

【
支
援
内
容
】

　
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を

無
償
で
給
付
。基
本
的
に
ご
自
宅

ま
で
訪
問
し
て
設
置
し
、操
作
方

法
の
説
明
を
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、テ
レ
ビ
は
給
付
し
ま

せ
ん
。ま
た
、チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど

を
自
分
で
購
入
し
た
場
合
の
清

算
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

　「
支
援
の
申
込
書
」
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
全
額
免
除
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。「
支
援
の
申
込
書
」
は
、

障
害
者
支
援
課
に
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　
平
成
22
年
12
月
28
日
ま
で
（
消

印
有
効
）

受
付
・
問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

（
つ
な
が
ら
な
い
場
合
）

☎
０
４
４
‐
９
６
９
‐
５
４
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
４
‐
９
６
６
‐

８
７
１
９

障
害
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

唐
津
市
障
害
者
体
育
大
会 

参
加
者
を
募
集

子
ど
も
手
当
の
申
請
は 

９
月
30
日
ま
で
に
！

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

世
帯
主
が
勤
め
て
い
た
会
社
の

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ

て
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
、保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
保
険
料
の
減
免
や
徴
収

猶
予
に
つ
い
て
は
、佐
賀
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
基
準

に
基
づ
き
判
定
し
ま
す
。

　
な
お
、国
民
健
康
保
険
で
も
、

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
☎
７
２
‐
９
１
２
３
）

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

（
☎
０
９
５
２
‐
６
４
‐
８
４
７
６
）

非
自
発
的
失
業
者
に

対
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
減
免
・

徴
収
猶
予
に
つ
い
て

地上デジタル放送
受信のための
支援について
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後期高齢者医療・子ども手当・唐津市障害者体育大会・地上デジタル放送受信支援



競　　　　技 種　別 優　　勝 準 優 勝 第 ３ 位 第 ４ 位

水 泳
男　子 東　　部 鏡 鬼　　久 厳　　木
女　子 東　　部 鏡 西　　部 浜　　玉

陸 上 競 技
男　子 中　　部 東　　部 肥　　前 北波多
女　子 東　　部 浜　　玉 鎮　　西 鏡

サ ッ カ ー 一般男子 中　　部 鏡 東部 ・ 西部

テ ニ ス
男　子 鏡 浜　　玉 鬼　　久 東　　部
女　子 東　　部 中　　部 西　　部

バ レ ー ボ ー ル
一般男子 相　　知 浜　　玉 厳　　木
一般女子 七　　山 浜玉 ・ 相知

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
一般男子 西　　部 中　　部 東　　部
一般女子 鏡 相　　知 中部 ・ 鬼久

ソ フ ト テ ニ ス
一般男子 東　　部 鏡 呼子 ・ 中部
一般女子 肥　　前 鏡 厳木 ・ 中部
一般男女 中　　部 浜　　玉 鏡 西　　部

卓 　 球
男　子 中　　部 鏡 鎮　　西 相　　知
女　子 中　　部 鏡 呼　　子 鎮西 ・ 西部

軟 式 野 球
一般男子A 鬼　　久 中　　部 鏡 ・ 湊
一般男子B 中　　部 鏡 肥前 ・ 浜玉

相 　 撲 一般男子 西　　部 肥　　前 鎮　　西 中　　部

ソ フ ト ボ ー ル
一般男子A 西　　部 七　　山 浜玉 ・ 湊
一般男子B 鎮　　西 七　　山 浜玉 ・ 北波多
一般女子 浜　　玉 北波多 相知 ・ 厳木

バ ド ミ ン ト ン
一般男子 七　　山 鏡 肥前 ・ 浜玉
一般女子 中　　部 西　　部 肥前 ・ 浜玉

弓 道 一般男女 相　　知 鏡 東　　部 中　　部

剣 道
一般男子 相　　知 厳　　木 浜　　玉 中　　部
一般女子 中　　　止

ボ ウ リ ン グ 一般男女 中　　部 浜　　玉 湊 相　　知
ゲ ー ト ボ ー ル 一般男女 厳　　木 浜　　玉 北波多 西　　部
ゴ ル フ 一般男女 東　　部 鏡 北波多 ・ 中部
グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 一般男女 相　　知 浜　　玉 西　　部 厳　　木

総合結果 優　　勝 準 優 勝 第 ３ 位

Ａブロック 中　　部 鏡 浜　　玉

Ｂブロック 厳　　木 肥　　前 鎮　　西

　
７
月
31
日
（
土
）
と
８
月
１
日

（
日
）
の
両
日
、「
第
３
回
唐
津
市

民
種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
市

内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
は
、市
内
14
地
区
体
育
協

会
対
抗
に
よ
る
得
点
競
技
と
し

て
、県
民
体
育
大
会
競
技
19
種
目

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
加

え
た
20
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
柔
道
と
空
手
道
は
オ
ー
プ
ン
種

目
と
し
て
実
施
）

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
暑
い
中
ご

苦
労
様
で
し
た
。ま
た
、声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
な
お
、サ
ッ
カ
ー
、軟
式
野
球

（
一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
）、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
（
一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
、一

般
女
子
）、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
一
般

男
子
、一
般
女
子
）
の
優
勝
地
区

は
、10
月
16
日(

土)

、17
日(

日)

に

開
催
予
定
の
県
民
体
育
大
会
に

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
３
回
唐
津
市
民
種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

20
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

詳
し
く
は
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
７
）

※  は、10月16日(土)・17日(日)に開催予定の県民体育大会に出場が決定。

▲サッカー競技の様子

Ａブロック
　�中部（大志・長松・竹木場）、東部（東唐津・外町・成和・

高島）、西部（西唐津・佐志・大良）、鏡・鬼久（鬼塚・久里）、
浜玉、相知

Ｂブロック
　肥前、鎮西、呼子、厳木、北波多、湊、七山
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第３回唐津市民種目別スポーツ大会



■
下
水
道
の
日
と
は

　
下
水
道
の
日
と
は
、昭
和
36
年

（
１
９
６
１
年
）
に
著
し
く
遅
れ

て
い
る
下
水
道
の
全
国
的
な
普

及
促
進
を
目
的
と
し
て
「
全
国
下

水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、平
成
13
年（
２
０
０
１

年
）
に
下
水
道
法
制
定
100
周
年
を

記
念
し
て
、よ
り
親
し
み
や
す
い

「
下
水
道
の
日
」
と
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　
９
月
10
日
に
定
め
ら
れ
た
の

は
、「
雨
水
の
排
除
」
が
下
水
道

の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、台
風
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
立
春
か
ら
数
え
て
210
日
を

過
ぎ
た
220
日
ご
ろ
が
適
当
と
さ

れ
た
た
め
で
す
。

　
毎
年
、下
水
道
の
日
を
中
心
と

し
た
１
週
間
、全
国
的
な
普
及
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
下
水
道
の
４
つ
の
大
き
な
役
割

　
普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
下
水
道
、し
か
し
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
水
環
境
を
守
り
、私
た
ち

の
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。

①
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

　�

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
、台
所
な

ど
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流

す
こ
と
が
で
き
、快
適
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
き
れ
い
な
ま
ち
を
守
る

　�

汚
水
を
浄
水
セ
ン
タ
ー
に
集

め
、浄
化
す
る
こ
と
で
、汚
水
が

溜
ま
ら
ず
、害
虫
の
発
生
が
防

げ
、ま
ち
が
清
潔
に
保
て
ま
す
。

③
水
の
環
境
を
守
る

　�

汚
水
を
浄
化
し
て
川
や
海
へ
戻

す
こ
と
で
、水
質
を
保
全
し
、水

辺
の
環
境
を
守
り
ま
す
。

④
浸
水
か
ら
ま
ち
を
守
る

　�

雨
水
を
す
ば
や
く
排
除
す
る

こ
と
で
、ま
ち
を
浸
水
か
ら
守

り
ま
す
。

■
下
水
道
に
接
続
を
！

　
市
で
は
、快
適
で
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、下
水

道
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
も
、各
家
庭
や
事
業
所
が
下
水

道
に
接
続
し
水
洗
化
し
な
け
れ

ば
、そ
の
効
果
を
発
揮
で
き
ま
せ

ん
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
ら
、１

日
も
早
く
接
続
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■�

工
事
費
用
の
融
資
あ
っ
旋
を

し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、１
日
も
は
や
く
下
水

道
へ
の
接
続
工
事
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、排
水
設
備
工
事

資
金
の
融
資
あ
っ
旋
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
い

く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
工
事
費
で
お
困
り
の
場
合
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
融
資
あ
っ
旋
制
度
概
要
】

・�

80
万
円
を
限
度
に
工
事
費
を

金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
旋
し

ま
す
。

・�

返
済
期
間
は
４
年
以
内
で

す
。（
１
世
帯
１
回
限
り
）

・�

公
共
下
水
道
、集
落
排
水
は

供
用
開
始
後
３
年
以
内
、戸

別
浄
化
槽
は
設
置
年
度
内
に

排
水
設
備
工
事
を
完
了
し
た

場
合
は
、融
資
額
に
か
か
る

利
子
を
全
額
補
給
し
ま
す
。

■�

下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は

市
指
定
工
事
店
で
！

　
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
は
、

専
門
の
知
識
と
技
術
を
持
つ
、市

の
指
定
工
事
店
し
か
で
き
ま
せ

ん
。必
ず
市
の
指
定
工
事
店
か
ど

う
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、工
事
の
際
は
、事
前
に
市
へ

の
申
請
が
必
要
で
す
。

■�

下
水
道
使
用
開
始
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く
！

　
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る

と
き
は
、必
ず
使
用
開
始
の
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、休
止
や
廃
止
、再
開
す

る
と
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
用
に
井
戸
水
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、使
用
人
数

に
よ
り
汚
水
量
を
認
定
し
て
い

ま
す
の
で
、異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

生
ご
み
や
油
を
下
水
道
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
台
所
の
排
水
口
な
ど
へ
野
菜

く
ず
な
ど
の
生
ご
み
や
、使
用
済

み
の
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
を
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。下
水

道
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
。油
は
、新
聞
紙
な
ど
に
吸
い

込
ま
せ
て
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、屋
外
の
排
水
溝
や
雨
水

ま
す
、汚
水
ま
す
に
ご
み
や
ガ
ソ

リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
危
険
物

を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
は
、私
た
ち
の
生
活
を

支
え
る
大
切
な
施
設
で
す
。み
ん

な
で
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

詳しくは　下水道管理課（浄水センター内・☎７２ー９１４５）
　　　　　または各支所 建設水道課

下水道　水から聞こえる　「ありがとう」
（平成22年度下水道推進標語）

９月10日は、「下水道の日」です
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９
月
９
日
は
、９
（
き
ゅ
う
）
と

９（
き
ゅ
う
）で「
き
ゅ
う
き
ゅ
う

の
日
」、す
な
わ
ち
「
救
急
の
日
」

で
す
。９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

の
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」

で
す
。

　
突
然
の
事
故
や
病
気
の
と
き
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
現
場
に
い
る
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
応
急
手
当
を
行
う
か

に
よ
っ
て
、傷
病
者
の
命
を
大
き

く
左
右
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

応
急
手
当
の
正
し
い
知
識
を

学
び
ま
し
ょ
う

　
消
防
本
部
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
方

法
を
含
め
た
救
命
講
習
会
を
開

講
し
て
い
ま
す
。事
業
所
や
団
体

な
ど
、10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
、開
講
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
の
人
を
対
象
と
し

た
救
命
講
習
会
も
年
４
回
開
催

し
て
い
ま
す
。12
月
開
催
分
に
つ

い
て
は
、市
報
11
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
が

命
を
救
い
ま
す

　
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
車

を
利
用
す
る
こ
と
は
、一
刻
を
争

う
傷
病
者
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　
１
１
９
番
を
す
る
と
き
に
は

「
緊
急
性
が
あ
る
の
か
」「
医
療

機
関
へ
行
く
ほ
か
の
交
通
手
段

は
な
い
の
か
」
な
ど
を
考
え
た
う

え
で
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
　
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
７
２
‐
４
１
４
８
）

　
献
血
に
は
、全
血
献
血
（
400 

mL

献
血
、200 

mL
献
血
）
と
成
分
献
血

が
あ
り
ま
す
。

　
成
分
献
血
は
、血
液
中
の
血
小

板
や
血け

っ

漿し
ょ
う

と
い
っ
た
特
定
の
成

分
だ
け
を
採
血
し
、体
内
で
回
復

に
時
間
の
か
か
る
赤
血
球
は
再

び
体
内
に
戻
す
方
法
で
す
。

　
10
月
中
の
３
日
間
、佐
賀
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
成
分
献

血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
成
分
献
血
の
基
準
】

　
献
血
者
の
健
康
を
損
ね
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、献
血
で
き
る

基
準
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
●
基
準
体
重

　
　
男
性
45 

kg
以
上

　
　
女
性
40 

kg
以
上

　
●
年
齢

　
・
血
小
板
成
分
献
血

　
　
18
歳
～
54
歳
ま
で

　
・
血
漿
成
分
献
血

　
　
18
歳
～
69
歳
ま
で

※�
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限

り
ま
す
。

【
実
施
日
・
集
合
場
所
】

　
集
合
場
所
か
ら
佐
賀
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
八

丁
畷
町
10
番
20
号
）
ま
で
送
迎
し

ま
す
。

　
集
合
時
間
は
、３
日
間
と
も
午

前
８
時
30
分
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
正

面
玄
関
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

帰
着
時
間
は
、午
後
２
時
の
予
定

で
す
。

　
①
10
月
15
日（
金
）

　
　
市
役
所
北
波
多
支
所

　
②
10
月
20
日（
水
）

　
　
唐
津
市
役
所
本
庁

　
③
10
月
21
日（
木
）

　
　
市
役
所
厳
木
支
所

【
定
員
】

　
各
実
施
日
に
つ
き
８
名

　（�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

【
申
込
期
限
】

　
９
月
14
日（
火
）ま
で

　
※�

申
し
込
み
は
土
曜
日
・
日

曜
日
を
除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

あ
な
た
の
献
血
で 

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

「
成
分
献
血
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

命
を
守
る 

は
じ
め
の
一
歩
は
あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　市では、玄海町、唐津東松浦医師会と共

催で救急医療講演会を開催します。当日

は、市消防本部による心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法、AED（自

動体外式除細動器）の実演、保健師による

健康相談なども行います。

テーマ　「救急の応急措置について」

講　師　平原健司　先生

　　　　（唐津赤十字病院 救急部長）

対象者　どなたでも受講できます

と　き　９月18日（土）午後２時30分～

ところ　�唐津地域総合保健医療センター

４階 市民健康ホール（唐津市千代

田町）

入場料　無料（資料・記念品を配布します）

問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

～救急の日 普及啓発運動～

救急医療講演会を開催

◀�負傷者救護・搬送訓練
の様子（肥前町で行われ
た密集地防災訓練）
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救急・献血



 

急な
病気・けが
の時は

休日などの救急医療体制

歯科休日当番医　《診療時間》9:00～12:00

問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

休日診療
(日曜･祝日･振替休日)

内科・外科 9:00 ～ 21:00

小児科 9:00 ～翌6:00

平日診療
(内科･外科の診療はありません)

小児科(月～金) 20:00 ～翌6:00

小児科(土) 17:00 ～翌6:00

唐津救急医療センター� ※健康保険証を忘れずにお持ちください。

まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。

入院が必要な重症患者には、二次救急医療機関（病院群輪番
制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送を行うなどの対応

をします。生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関
（地域救命救急医療センター）へ搬送を行い、地域で救急医療

の完結を目指します。

◎『かかりつけ医』　　まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎『唐津救急医療センター』
かかりつけ医が不在の時は、唐津救急医療センター (千代田町･☎75-5199)で診療します。

≪初期救急医療機関≫

当番医は予告なく変更される場合があります。受診前に確認してください。
受診時は健康保険証をお持ちください。

９月

 ５日(日) くが歯科医院 ☎51-5120・相知町町切

12日(日) なかみぞ歯科クリニック ☎79-8111・和多田大土井

19日(日) 岩松歯科医院 ☎72-1072・刀町

20日(月･祝) 井本歯科医院 ☎63-2775・厳木町厳木

23日(木･祝) おおた歯科医院 ☎72-0553・東唐津４丁目

26日(日) わたなべ歯科クリニック ☎79-7717・二タ子１丁目

10月  ３日(日) くりたやすゆき歯科医院 ☎51-8811・相知町中山

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは

唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血にご協力を！

詳しくは
保健課
(☎75-5161)

移動献血車がやって来ます

９月16日(木)�
まいづるスリーナイン�10:00 ～ 11:30
� 12:30 ～ 15:30

９月24日(金)�
市役所浜玉支所� 9:30 ～ 12:00
市役所七山支所� 13:30 ～ 15:30

９月29日(水)�
唐津上場商工会鎮西支所
� 10:00 ～ 11:30
まいづるナイン呼子店
� 13:00 ～ 15:30
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暮らしの相談
市民相談室� （☎72-9122）
消費生活センター�（☎73-0999）
商工振興課� (☎72-9141)
人権･同和対策課�（☎72-9125）
唐津公証役場� （☎72-1083）
唐津市保健センター�(☎75-5161)
総務課� （☎72-9113）
唐津保健福祉事務所�（☎73-4185）
社団法人佐賀県不動産鑑定士協会

（☎0952-28-3777）

◆法律相談
(□問 市民相談室･各支所市民福祉課)

・９月 ６日(月)
	 10:00～15:00	本庁市民相談室
・９月 ７日(火)
	 13:00～16:00	肥前支所101号会議室
・９月13日(月)
	 10:00～15:00	本庁市民相談室
・９月17日(金)
	 13:00～16:00	七山支所１階相談室
・９月21日(火)
	 13:00～16:00	厳木支所１階会議室
・９月27日(月)
	 10:00～15:00	本庁市民相談室
・10月１日(金)
	 13:00～16:00	浜玉支所１階相談室
・10月４日(月)
	 10:00～15:00	本庁市民相談室
・10月６日(水)
	 13:00～16:00	北波多公民館

◎�電話または窓口で、相談者の希望す
る時間帯を先着順に受け付けます。
予約した時間の30分前には必ず来
庁してください。

【予約受付開始日】
本　庁　�相談希望日の前週の金曜日

（金曜日が祝日の場合は木曜日）
各支所　相談希望日の１週間前

◆健康に関する無料相談など
（□問 唐津保健福祉事務所）
場所／唐津保健福祉事務所(大名小路)

◆�不動産鑑定士による不動
産の無料相談会

（□問 社団法人佐賀県不動産鑑定士協会）

▼療育発達相談(要予約)
　９月１日(水)、10月６日(水)
　14:00～14:30
▼エイズ相談
　毎週火曜日　9:00～11:00
　※�９月21日(火)のみ17:00～19:00

の夜間もあります。
▼骨髄提供希望者登録受付(要予約)
　毎週木曜日　9:00～11:00
※９月23日(木･祝)は除きます。
▼精神保健福祉相談(要予約)
　毎週水曜日　13:30～17:00
▼不妊相談(要予約)
　平日随時実施　9:00～17:00
▼難病相談(要予約)
　９月17日(金)　14:00～16:00
▼肝炎ウィルス検査(要予約)
　９月21日(火)　15:00～19:00

・10月８日(金)
	 10:00～15:00	本庁２階第２会議室

◆行政相談(国の業務について)
（□問 総務課）

・９月 ７日(火)
	 13:00～16:00	肥前支所102号会議室
・９月 ９日(木)
	 9:00～12:00	七山公民館
・９月14日(火)
	 9:00～12:00	ひれふりランド(浜玉)
・９月15日(水)
	 10:00～12:00	北波多老人憩の家
・９月16日(木)
	 9:00～12:00	相知支所別館会議室
・９月21日(火)
	 9:00～12:00	厳木支所２階会議室
	 9:00～12:00	呼子公民館
	 13:00～16:00	鎮西支所相談室
・９月29日(水)
	 10:00～15:00	本庁第１会議室
・10月５日(火)
	 9:00～15:00	小川島老人憩の家(呼子)
・10月７日(木)
	 9:00～12:00	七山公民館

◆公証人による無料相談
（□問 唐津公証役場）

　遺言書の作成、金銭・土地建物の
貸借、老後の財産管理（任意後見契
約）、離婚に伴う子の養育費、財産分
与および年金分割請求などの各種契約
に関する相談に公証人が応じます。
・10月１日(金)
	 10:00～15:00	市役所２階第１会議室
※電話での事前予約をお願いします。

◆こころの相談
（□問 唐津市保健センター）

　仕事、育児、家庭、健康などに関す

る相談に、臨床心理士が応じます。ひ

とりで悩まずに相談しましょう。

・９月16日(木)

	 14:00～16:00	本庁市民相談室

※�毎月第４木曜日開催(祝日の場合は

第３木曜日)

※事前に予約が必要です。

◆人権相談
（□問 人権･同和対策課･各支所市民福祉課）

・９月 １日(水)

	 9:00～12:00	相知支所別館会議室

	 13:00～16:00	本庁市民相談室

・９月 ９日(木)

	 9:00～12:00	七山公民館

・９月10日(金)

	 13:00～16:00	鎮西支所会議室

・９月14日(火)

	 9:00～12:00	ひれふりランド(浜玉)

・９月21日(火)

	 9:00～12:00	呼子公民館

・10月５日(火)

	 9:00～15:00	小川島老人憩の家(呼子)

・10月６日(水)

	 13:00～16:00	本庁市民相談室

・10月７日(木)

	 9:00～12:00	七山公民館

・10月８日(金)

	 13:00～16:00	打上公民館(鎮西)

◆消費生活相談
(□問 消費生活センター )

◆労働相談
（□問 商工振興課）

・閉庁日を除く毎日

	 8:30～17:15	本庁市民相談室

・９月14日(火)

	 10:00～16:00	県唐津総合庁舎

		 ２階会議室(坊主町)

９月６日（月）～ 12日（日）の７日間は
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間です
　期間中は、通常の電話による相談時間を延長し受け付けます。
　法務局職員、人権擁護委員が相談に応じます。
相談電話番号　０９５２－２６－２１９５
受付時間
　９月６日（月）～ 10日（金）  ８：30 ～ 19：00
　９月11日（土）  ・  12日（日）10：00 ～ 17：00
詳しくは
　佐賀地方法務局（☎0952-26-2195、FAX0952-26-2118）
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子育て
情報

近代図書館
新興町・☎72-3467

おはなしの会まつぼっくり
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　9/4･11･18･25　14:00 ～ 14:30

　近代図書館４階「ブックル」

◆小学生向け読み聞かせ
　9/4･11　14:30 ～ 15:00

　近代図書館３階ビデオルーム

相知図書館
相知町相知・☎62-4194

お話読み聞かせ会
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　9/4･18　14:00 ～ 14:30

　相知図書館　児童室

町田保育園子育て支援センター
町田３丁目・☎0120-192-168
　　　　　　☎72-5365

◆わんぱくサロン
　9/�1･3･7･8･9･10･11･13･14･15･16･

17･21･22･24･25･27･28･29･30
　10/2･5･6･7
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

平原保育園
浜玉町平原・☎56-6529

◆なかよしひろば
　9/1･8･15･22･29

　	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　10/6

　	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)

	 10:00 ～ 16:00	 平原保育園

　毎週土曜日(祝日除く)

	 8:00 ～ 13:00	 平原保育園

青葉保育園
二タ子１丁目・☎72-4788

◆あおばのつどい
　9/�1･2･3･6･7･8･9･10･11･13･15･16･

17･18･20･21･22･23･24･25･27･
29･30

　10/1･4･5･6･7･8･9
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

双葉保育園
浜玉町浜崎・☎56-8385

◆子育てひろば
　9/7	 10:00 ～ 11:30	 ひれふりランド
　9/14	 9:30 ～ 12:00	 双葉保育園
　9/21	 10:00 ～ 11:30	 ひれふりランド
　9/28	 10:00 ～ 11:30	 農村環境
		  改善センター
　10/5	 10:00 ～ 11:30	 双葉保育園
　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
	 10:00 ～ 16:00	 双葉保育園
� ※火曜日のみ11:30～16:00
　毎週土曜日（祝日除く）
	 8:00 ～ 13:00	 双葉保育園

呼子保育園
呼子町呼子・☎82-3926

◆ポッポの広場

　9/2･3･9･10･11･17･21･24･25･28･30

　10/1･5

　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

北波多第二保育園
北波多田中・☎64-2710

◆子育てサロン
　9/18	 9:00 ～ 12:00	 北波多第二
		  保育園
　9/28	 10:00 ～ 11:00	 北波多第二
		  保育園

◆ひまわり広場(前日までに要予約)
　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
	 10:00 ～ 15:00	� 北波多第二

保育園

唐津市ホームページ
http://www.city.karatsu.lg.jp
内くらしのインデックスに詳しい内
容を掲載しています。

山本保育園
山本・☎78-0156

◆ひなたぼっこ

　9/17	 11:00 ～ 11:50	 山本西隣保館

　�上記以外の毎週月･水･金曜日（祝日

除く）

	 10:00 ～ 15:00	 山本西隣保館

トライ・ザ・しゅわ 鎮西は、「鎮」の漢字を「金」と「真」の２つの手話を合わせて表現し、方角を

表す「西」（太陽が沈む様子）の手話と組み合わせて表現します。

※「真」は「真
ま

面
じ

目
め

」で表現します。

①�右手の親指と人差し指で輪をつくり（「お金」を表現）、チャックをしめる
ようにします。（心がまっすぐなさまで「真面目」を意味します）

②�親指と人差し指を立てて、人
差し指を下に向け、下げま
す。（「西」を表します）

鎮　　西

唐津幼稚園
西城内・☎72-3438

◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　｢白くまちゃん｣
　9/8･22　10:00 ～	 唐津幼稚園
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情報
なんでん
　かんでん

県営住宅入居予備者募集
県営住宅指定管理者　川原建設㈱
唐津管理室（☎70-1557）

募集団地
　�西唐津・和多田・養母田・山崎・相賀・

神田・中の瀬・上神田・鏡・御見馬場・

山本・栄町・新和多田

受付期間　９月６日（月）～ 10日（金）

　　　　　9:00 ～ 18:00

申込書配付
　９月１日（水）から

　※９月５日（日）は除く。

配付・受付場所　
　�県営住宅指定管理者　川原建設㈱

唐津管理室（二タ子３丁目・唐津土

木事務所 別館）

※郵送では受け付けません。

済生会唐津病院「健康教室」受講生募集
済生会唐津病院（☎73-3175）

テ ー マ　肺ガンについて
と　　き　９月25日（土）
　　　　　10:00 ～
と こ ろ　済生会唐津病院３階会議室
定　　員　20人
受 講 料　無料
※専門の医師がお話しします。
※多数の参加をお待ちしています。

SAGAサイエンスキャラバン2010―視
み

る～最先端の映像技術から未来を思考する～参加者募集
からつ大学交流連携センター　〒847-0055  唐津市刀町1512-3  第3MSビル1階
☎70-1515、FAX70-1516
E-mail　k-daigaku@po1.people-i.ne.jp　　URL　http://www3.people-i.ne.jp/~k-daigaku

　電子ペーパーなどの材料となるELや、今注目の３D映像
など最先端の科学技術にふれ、科学の面白さを実感できる
セミナーを開催します。
講　　師
　�九州大学芸術工学研究院コンテンツ・クリエーティブ

デザイン部門
　　教授　竹

た け

田
だ

　仰
たけし

　さん
　前九州大学工学研究院応用化学部門
　　教授　長

な が

村
む ら

　利
と し

彦
ひ こ

　さん
対 象 者　市内に在住または勤務する人

と　　き　９月11日（土）　14:00 ～ 16:00
と こ ろ　都市コミュニティセンター（和多田海士町）
参 加 料　無料
　※�講演終了後に交流会（１時間程度）を予定しています。

（会費500円）
申込方法
　�ハガキ、Eメール、FAX、または電話でお申し込みくだ

さい。（氏名、住所、電話番号を明記）
申し込み先　からつ大学交流連携センター

Hello! WASEDA in 佐賀「早稲田
の講座体験プログラム」参加者募集
からつ大学交流連携センター

（☎70-1515）
Hello!WASEDAホームページ
http://www.waseda.jp/external/
hello/

　早稲田大学の教育プログラムを、中
学生・高校生向けの体験講座として
開講します。
対 象 者　中学生・高校生
内　　容
　①「Tutorial　English」
　　早稲田の少人数制英会話レッスン
　②「学術的文章の作成」
　　思考力と表現力を高める文章講座
　　※要事前準備（ホームページ参照）
　③「数学基礎プラスα・β」
　　日常生活で必ず役立つ数学講座
　④「早稲田のゼミ」
　　早稲田の学生と一緒にゼミ体験
と　　き　10月24日（日）10:00 ～ 16:00
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ（二タ子）
参 加 料　無料
参加方法
　�当日直接会場にお越しください（事

前予約不要）。ただし、各講座には定
員があり、先着順で受け付けます。
詳細はホームページで公開中。

特定保健指導研修の受講生募集
佐賀保健指導支援ステーション
〒840-0815　 佐 賀 市 天 神 一 丁 目
4-15（佐賀県総合保健会館内）

（☎0952-25-2320）

　佐賀保健指導支援ステーションで
は、特定保健指導のための人材育成お
よび確保を目的とした研修会を佐賀
県や市町と連携し実施します。
と　　き
①基礎研修コース
　�11月20日（土）、23日（火・祝）、

27日（土）
　10:00 ～ 17:00
②指導力向上研修コース
　〔Ａコース〕12月４日（土）
　〔Ｂコース〕12月11日（土）
　10:00 ～ 16:00
と こ ろ　�佐賀県総合保健会館（佐賀

市天神）
定　　員
①基礎研修コース　50人
②指導力向上研修コース　各50人
受�講資格　保健師、管理栄養士、医療

保険者または事業主が実施する生
活習慣病予防に関する相談などに
１年以上従事経験がある看護師

受 講 料　�無料（希望者へ参考書など
を販売することがありま
す）

申�込方法　往復はがきの裏面に「特定
保健指導研修受講申込書」と書き、
その下に次の内容を記入し、お申し
込みください。

　記載内容
　　�希望研修コース、氏名、カナ氏名、

住所、電話番号、取得免許種類、保
健指導業務経験の有無、人材登録
希望の有無、勤務先

申込期間
　９月15日（水）～ 10月15日（金）
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唐津ジュニア音楽祭2011―西尾芳彦音楽賞―エントリー募集開始！
〒847-0014　唐津市西城内6-33
(財)唐津市文化振興財団(唐津市民会館内)

「唐津ジュニア音楽祭2011実行委員会事務局」（☎72-8278）

“夢”を目指せ、未来のアーティスト！
　唐津大使である西尾芳彦さんを審
査員に迎え、来年２月６日に開催され
る「唐津ジュニア音楽祭2011」の参加
者を募集します。
募集期間　９月１日(水)～12月15日(水)
部　　門
　①ヴォーカル・オーディション部門
　　（小･中学生の部、高校生以上の部）
　②ミュージック･コンテスト部門
応募資格
　①９歳～ 23歳の個人
　②�９歳～ 23歳のグループまたは個

人のバンドや弾き語りなど。
※年齢は平成23年２月６日現在。
※�プロダクションなどに所属してい

ない人。
※�未成年者は保護者の同意が必要で

す。
応�募方法　所定の応募用紙と歌った

曲が収録されているCD、MD、カ
セットテープなどを上記の応募先
へ郵送または直接お持ちください。

※応募資料は返却しません。
※�応募用紙は唐津市民会館、文化課、各

支所総務教育課で配付しています。
参 加 料　無料
審　　査　
○１次審査
　デモテープなどでの審査
○本審査　
　�　平成23年２月６日の音楽祭に出

場していただきます。曲は１次審査
と同様とします。

賞
○ヴォーカル・オーディション部門
　西尾芳彦音楽賞　各部１人ずつ
　優秀賞　　　　　数人
○ミュージック・コンテスト部門
　西尾芳彦音楽賞　１組
　奨励賞　数組

　地域の特産物や、趣味・特技を生か

して、商売や事業を始めたい人を対象

に、起業セミナーを開催します。

　今回は、福岡市で化粧品の会社を起

業された、森咲子さんをお迎えし、起

業の動機から、製造、販売までの一連

の活動について、楽しくお話をしてい

ただきます。

　女性に限らず、男性も参加できます

ので、お気軽にご参加ください。

演　　題　「わたしの起業ものがたり」

講　　師　㈱咲
さく

ら化粧品　社長

　　　　　森
もり

　咲
さき

子
こ

　さん

と　　き　９月28日（火）19:00から

と こ ろ　唐津市役所　第２委員会室

　　　　　（議会棟１階）

参 加 料　無料

女性の就業・起業セミナー
男女共同参画・市民協働課

（☎72-9239）

演　　題
　「子どもを有害情報から守るために」
講　　師
　佐賀県警察本部生活環境課
　課長補佐　藤井 信吾　さん
啓 発 劇
　�インターネットの安全・安心を親

子で学ぶ寸劇
　「Ｙ

ヨ コ ー

ＯＫ00Ｈ！劇
げきじょう

場」
と　　き　９月19日（日）
　　　　　14:00 ～
と こ ろ　唐津市文化体育館
※�入場は無料で、どなたでも参加でき

ます。

インターネット、携帯による
危険防止講演会
佐賀県青少年育成県民会議事務局

（☎0952-25-7381） 「法務局休日なんでも相談所」を開設します
佐賀地方法務局　総務課　（☎0952-26-2149）

　佐賀地方法務局では、平日に法務局へ相談においでになれない人のために、

下記のとおり「法務局休日なんでも相談所」を開設します。

　当日は、法務局職員のほか、公証人、司法書士、土地家屋調査士および人権擁

護委員が、土地・建物および会社・法人に関する登記の相談、戸籍の届出や国

籍に関する相談、給与の差し押さえや家賃の支払いなどの供託に関する相談、

離婚・遺言・成年後見などに関する相談、人権相談などにお答えします。お気

軽にお越しください。相談は無料で、秘密は厳守されます。

と　　き　９月12日（日）　10:00 ～ 16:00

と こ ろ　ほほえみ館（佐賀市保健福祉会館）４階（佐賀市兵庫町藤木）

※相談事項に関しまして資料などがありましたらお持ちください。

※�当日は、相談所の開設のみで、各種申請の受付および証明書類の発行などは

できません。

対 象 者　市内在住の60歳以上の人

と　　き　９月16日(木) ～ 21日(火)

　　　　　11:00 ～ 16:00

　　　　　※９月20日(月･祝)は除く。

と こ ろ　�高齢者ふれあい会館りふ

れ内ふれあいの湯

高齢者ふれあい会館りふれ
ふれあいの湯を無料開放
高齢者ふれあい会館りふれ

（☎72-9611）

　平成21年度に退職した職員のうち、団体などからの依頼により市が推薦し
た職員の再就職状況は次のとおりです。

再就職先 役職など 人　数
佐賀県（平木場ダム管理人） 嘱託 1

唐津市社会福祉協議会

事務局次長 1
支所長 1
館長 1
所長 1

計 5

※退職者数99人（うち定年退職82人）

詳しくは　職員課（☎72-9185）

退職者の再就職状況を公表します
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

食
生
活
の
改
善
や
医
療
関
係

の
飛
躍
的
な
進
歩
、福
祉
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、年
々
延

び
て
い
る
。

　
生
涯
現
役
と
、
高
齢
に

な
っ
て
も
自
分
の
職
業
に
誇

り
と
自
信
を
持
ち
、さ
ら
に

奥
を
窮き

わ

め
よ
う
と
励
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い
る
。

　
ま
た
、定
年
退
職
を
機
に
、

自
分
の
趣
味
や
特
技
を
生
か

し
た
仕
事
に
情
熱
を
注
い
だ

り
、新
た
な
挑
戦
を
始
め
た

り
し
て
、生
き
生
き
と
充
実

し
た
人
生
を
送
っ
て
お
ら
れ

る
方
も
多
い
。

　
し
か
し
、生
あ
る
も
の
い

つ
か
は
死
を
迎
え
る
。野
生

動
物
は
、ゼ
ン
マ
イ
が
切
れ

る
と
、だ
れ
の
世
話
に
も
な

ら
ず
自
ら
の
一
生
を
終
え

る
が
、人
間
は
そ
う
は
い
か

な
い
。ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
老

い
」と
い
う
道
を
通
る
。

　
だ
れ
も
が
、「
ぴ
ん
ぴ
ん

コ
ロ
リ
」
で
生
涯
を
閉
じ
た

い
と
願
っ
て
い
る
と
思
う

が
、終
末
期
は
、認
知
症
で
記

憶
が
な
く
な
っ
た
り
、足
腰

が
弱
り
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
し
て
、他
人
の
世
話
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
看
護
や
介
護
は
、す
る
側

も
さ
れ
る
側
も
大
変
な
心
労

を
伴
う
と
い
う
。そ
の
心
労

を
和
ら
げ
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
は
、子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
老
齢
者
に
接
す
る
こ

と
で
、「
老
い
」
の
道
を
肌
で

感
じ
、理
解
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
死
」や「
生
」に
つ
い
て

考
え
、命
の
尊
さ
を
知
り
、自

他
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　
９
月
は
、15
日
が
「
老
人
の

日
」。15
日
か
ら
21
日
ま
で
が

「
老
人
週
間
」。20
日
は
「
敬
老

の
日
」。

　
家
族
や
地
域
で
、近
所
や

施
設
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
っ

て
、介
護
さ
れ
る
気
持
ち
、す

る
気
持
ち
を
実
感
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
だ
れ
も
が
通
る
道
」

社
会
同
和
教
育
指
導
員

淵ふ
ち

田だ

　
邦く

に

生お

みんなの人権

生涯学習課
☎ 72-9159

　電気は便利で無くてはならないライフラインであり、今やクリーンなエネ
ルギーとしても重要視されている一方で、その使い方を間違えると「感電」・

「火災」などの重大事故につながります。
　ふだんから、コンセントやコードなどの点検を心がけましょう。
ポイント
①コンセントやプラグの点検をしていますか？
　�冷蔵庫や洗濯機などのプラグは、コンセントに差し込んだままになっている

と、ほこりがたまります。これに湿気が加わると火災につながることがあり
ます。差し込んだままのプラグも１年に１回は点検、清掃して使いましょう。

②タコ足配線をしていませんか？
　�コードや配線器具は、使える電気の量に限りがあります。テーブルタップを

使ってのタコ足配線をしていると、１度にたくさんの電気が流れ、過熱して
危険です。電気器具は、コンセントから直接使うようにしましょう。

③コードとコードを直接つないでいませんか？
　�コードとコードをねじり合わせてつないでいると、つなぎめがゆるんで過

熱したり、抜けたりして危険です。コードをつなぐ時は、必ず市販のコード
接続器を使いましょう。

④プラグを抜くのにコードを引っ張っていませんか？
　�コンセントからプラグを抜くときにコードを引っ張って抜くと、接続部に

力がかかり電線が切れて思わぬ事故のもとになります。プラグを抜くとき
は、必ずプラグを持って抜く習慣をつけましょう。

⑤電気工事は電気工事店へ
　�家庭などの電気工事は、電気工事資格を持った人しかできないことになっ

ています。素人が工事をすると、感電や電気火災が発生することにもなり非
常に危険です。安全で便利に使用するためにも、屋内配線は、電気工事店に
依頼してください。

問い合わせ
　財団法人九州電気保安協会　企画部広報グループ（☎092-711-0056）

「電気事故防止」を心がけましょう

　センターの愛称について、市報か
らつ５月号で募集を行っていまし
たが、この度地域包括支援センター
運営協議会の承認を受け、決定とな
りました。皆さんに親しまれるセン
ターを目指します。
愛　　称
　いきいき
応 募 者
　唐津市石志　川崎理恵さん
愛称の使用例
　唐津市地域包括いきいきセンター
選定理由
　�「いきいき」は高齢者の元気に年を

重ねたいという願いと、地域との
心の交流を表現し、さらに、地域包
括支援センター職員が、高齢者福
祉のネットワークを構築し、高齢
社会を支援するため、いきいきと
活動することを表現しています。

唐津市地域包括支援セン
ターの愛称が決定しました

いき
　いき

いき
　いき

詳しくは　地域包括支援センター（☎72-9191）
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星空へ★ようこそ
ところ／唐津市少年科学館(二タ子３丁目・浄水センター内)

★観 望 会　時間／ 19:00 ～ 21:00（入館は20:30まで）
９月10日(金)　 夏の星座など
９月17日(金)　 月、夏の星座など
９月24日(金)　 月、夏の星座など

★プラネタリウム（無料）
毎週、水曜日～日曜日／①10:00 ～　②13:30 ～　③15:00 ～

詳しくは　唐津市少年科学館 (☎75-5855)

９月

※リレーナイター場外発売（唐津12R終了後発売）
８月30日～９月４日（若松一般）、５日～６日（桐生一般）、
９日～ 12日（若松一般）、13日～ 14日（蒲郡一般）、
15日～ 20日（GⅢ住之江女子リーグ）、21日～ 26日（蒲郡一般）、
25日～ 30日（GⅠ高松宮記念杯（住之江））
●赤字はドリームピットのみで発売

スポーツ報知杯� ８月27日～９月１日
GⅠ児島周年記念場外発売� ２日～７日
第９回JLC杯� ９日～ 14日
GⅠ下関周年記念場外発売� 15日～ 20日
日刊スポーツ杯� 18日～ 22日
GⅢ芦屋MB大賞トライアル場外発売� 23日
GⅠ浜名湖周年記念場外発売� 24日～ 29日
コスモス特別� ９月30日～ 10月４日

ボートレースからつ
携帯サイト

毎週　火曜日・木曜日(祝日除く)
時間：午後７時まで
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録

証明書の交付/戸籍謄本(全部事項証明)･
抄本(個人事項証明)の交付/戸籍届出受付

※転入・転出の届出や、印鑑登録・パスポー
ト申請などはできません

予約受付時間　月～金(祝日を除く)  9:00 ～ 16:00
受取時間　月～金(祝日を除く)17:15 ～ 20:00
　　　　　土･日･祝日　　　　 9:00 ～ 12:00
受取場所　予約をした本庁･支所の当直室
受け取れる証明書　住民票の写し
　　　　　　　　　(本人または同一世帯の人)
　　　　　　　　　印鑑登録証明書(本人)

詳しくは　市民課(☎72-9120)

電話予約で時間外に受け取れます

市民課窓口を延長します

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館(☎62-4194)

休館日

９月  １日(水）
 ６日(月)
13日(月)
20日(月・祝)
23日(木・祝)
27日(月)

納税のお知らせ

口座振替日:９月27日(月)

平成22年度
市･県民税　固定資産税　国民健康保険税

第４期納期限

９月30日 (木)
忘れずに納めましょう

お近くのコンビニでも納付できます

夜間納税相談(本庁税務課/午後７時まで)
９月９日(木)

●特別休館の期間
　近代図書館　10月１日(金) ～ 11日(月・祝)
　相知図書館　10月６日(水) ～ 11日(月・祝)
※�この期間は、本の貸し出しや閲覧ができません。返却についてはビ

デオやDVDなどAV資料以外は、返却ポストが利用できます。
詳しくは　近代図書館（☎72-3467）

年に１回の蔵書点検のため図書館を特別休館します
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９月の市民文化祭イベント

自然観察教室「唐津の自然を知ろう！」
今回は秋の昆虫観察です

○唐津観光俳句大会

　と　　き　９月19日（日）9:00 ～ 16:00

　と こ ろ　唐津市民会館大会議室

○ブラスフェスティバル2010

　と　　き　９月26日（日）13:00 ～ 16:00

　と こ ろ　唐津市民会館大ホール

詳しくは　文化課（☎72-9171）

対 象 者　市内の小学生・中学生・高校生
　　　　　※小学生は保護者同伴
と　　き　９月23日（木･祝）9:30 ～ 12:00
　　　　　※9:15までに末盧館（菜畑）に集合
と こ ろ　末盧館周辺
定　　員　30人
参 加 料　無料
持ってくるもの　虫取りあみ・虫かご・筆記用具
申込期限　９月22日（水）
申し込み・問い合わせ
　生涯学習課（☎72-9159、FAX72-9195）

ふれあい自然塾ひぜん体験プログラム
「海の生物観察会～浅瀬の探検隊Ⅵ」体験

内　　容　�花と冒険の島周辺を散策しながら、海の生物
を観察し、自然とふれあいます。

と　　き　10月２日（土）10:00 ～ 12:00
と こ ろ　花と冒険の島周辺（肥前町満越）
定　　員　30人（定員になり次第締め切り）
参 加 料　300円
申し込み・問い合わせ
　ふれあい自然塾ひぜん（☎51-9088）

内　　容
　陶磁器・染色・人形など
　工芸作品61点
と　　き
　９月12日（日）まで
　10:00 ～ 18:00
　※12日（日）は17:00で終了
と こ ろ
　近代図書館美術ホール
休 館 日
　９月１日（水）・６日（月）
入 場 料　無料

詳しくは　近代図書館（☎72-3467）

　第５回目を迎える「ツー
リスト・トロフィー in 唐
津2010」が今年も開催さ
れ、クラシックカーが、唐
津の町を駆け抜けます。
　今回は「グラベルマイン
ドラリー 2010 in 唐津」
との共同開催により、ク
ラシックカーと最新のラ
リーカーが一堂に会しま
す。なかでも、中町商店街
で行われるスタートセレ
モニーは必見です。（※観
覧無料）

と　　き　９月19日（日）　10:30スタート
　　　　　※雨天決行
と こ ろ　中町商店街（スタート）
　　　　　※まちなか物産市も同日開催
走行スケジュール
《グラベルマインドラリー》
　�中町（10:30発）→半田→田頭→市役所（12:20ごろ着・

13:08発）→半田→田頭→市役所（15:20ごろ着）
《ツーリスト・トロフィー》
　�中町（11:00発）→半田→伊岐佐→中町（12:20ごろ着・

13:38発）→半田→伊岐佐→中町（15:00ごろ着）
※コースおよび時間帯は予定です。
詳しくは　ツーリスト・トロフィー実行委員会事務局
　　　　　（☎092-503-1000）

第24回  工芸美術知新会展唐津会場

「九州ラリー選手権チャンピオン戦グラベルマ
インドラリー 2010 in 唐津」および「第５回ツー
リスト・トロフィー in 唐津2010」共同開催
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唐津お魚まつり 平成22年度  唐津市緑花祭

内　　容　�農林産物品評会・即売会、新鮮野菜ビックリ
市、ふるさと特産品ふれあいテントなど

と　　き　10月３日（日）10:00 ～ 16:00
と こ ろ　七山支所前広場および七山公民館
詳しくは
　七山産業まつり実行委員会
　（七山支所山村経営室内・☎53-7175）

第27回  七山産業まつり

相知町　蕨野の棚田「菜の花種まき交流会」
～秋の棚田に春を植えましょう～

と　　き　10月17日(日)
　　　　　受付10:00　種まき10:30　昼食12:00　餅つき体験13:00
と こ ろ　蕨野交流広場（相知町平山上）集合
参 加 料　小学生以上1,000円（棚田米おにぎり付き）
　　　　　※当日支払ってください。
定　　員　300人（先着順）
申込期限　10月８日(金)
申し込み・問い合わせ
　棚田と菜の花実行委員会
　（唐津市相知支所産業課内・☎53-7125）

と　　き　10月17日（日）9:00 ～ 14:00

と こ ろ　唐津港沿岸物市場周辺（海岸通）

「唐津お魚まつり」子ども絵画コンテストの作品募集
対 象 者　市内の小学校に通学する児童

テ ー マ　私の好きなさかな

　※食材としての魚介類を自由な発想で描いてください。

規　　格　画用紙８つ切り（38㎝×27㎝）

　　　　　またはこれに準じるサイズ

画　　材　�表現の方法も含めて自由です。絵の具、クレヨ

ンなどの指定はありません。

応募方法　通学している小学校に提出

応募期限　９月21日（火）

詳しくは　水産課（☎72-9130）

と　　き　10月２日（土）
と こ ろ　ふるさと会館アルピノ
緑花祭で開催する各教室の参加者募集
○フラワーアレンジ教室
　時　間　受付9:40　開始10:00　参加料　500円
○プリザーブドフラワー教室
　時　間　受付11:00　開始11:20　参加料　1,000円
○フラワー寄せ植え教室
　時　間　受付12:20　開始12:40　参加料　500円
定　　員　各教室24人
申�込方法　往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号

⑤参加希望教室１つを記入し送付して下さい。応募者
多数の場合は抽せん。（はがき１枚につき１人のみ記
入。１人で複数の教室の申し込みは不可）

申込期間　９月10日（金）～ 24日（金）※必着
申し込み・問い合わせ
　�〒847-8511　西城内1-1　公園課内 唐津市緑花祭

事務局（☎72-9250）
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《肥前》 駄竹地引網体験

　７月24日、駄竹地区で地元の若手漁業者

らでつくる「駄竹を元気にする会」が地引網

体験を開催しました。

　県内外から約110人が参加し、500メー

トルもの長さの網をみんなで力を合わせて

40分以上かけて引きました。タイやアジ、イ

カなど大漁の収穫に子どもたちからは歓声

が上がり大喜びの様子でした。地引網体験

後は、新鮮な魚やサザエをバーベキューで

楽しみました。

《厳木》 厳木の夏を満喫

　夏本番を迎えた７月25日、きゅうらぎ川あゆまつりが開

催されました。猛暑の中、家族連れなどおよそ5,000人の人

出があり、焼きたてのあゆやヤマメに舌鼓を打ちました。

　河川敷会場にはあゆ釣りコーナーが設けられたほか、あ

ゆのつかみ取り大会も行われ、待ちに待った夏を満喫する

子どもたちの大きな歓声が上がっていました。また、はちみ

つボイス☆知展さんや千鳥綾さんのステージライブも行わ

れ、会場は大いに賑
にぎ

わいました。

《浜玉》 ヨイヤサー！
　７月24日と25日の両日、浜玉町浜崎地区で250

年以上も前から伝わる伝統行事「浜崎祇園祭」が開

催されました。

　平治の乱・源頼朝初陣や源頼光・土蜘蛛退治の場、

大坂夏の陣などの絢
けん

爛
らん

豪華な飾りが施された３台

の巨大な山
やま

笠
かさ

が曳
ひ

き回されました。

　夜には灯ろうに灯
あか

りを点
とも

し車輪をきしませなが

ら「大まぎり」を披露し、多くの観客を魅了しまし

た。

　山笠は、その日のうちに解体され、また来年の祭

りを静かに待ちます。
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《鎮西》 波戸岬海水浴場海開き
　７月16日、波戸岬海水浴場で地元の駐在員や関係者が出
席し、今年の海水浴客の安全を祈願して、海開きの神事が行

なわれました。
　その後、打上保育園、名護屋保育
園の年長、打上小学校、名護屋小学
校の５年生の約100人の子どもた
ちが参加して、稚魚放流体験を行な
いました。子どもたちは、「大きく
なって戻ってきてね」と言いながら
カサゴの稚魚を放流していました。

《相知》 訓練で消防技術を磨く
　７月17日、相知町平山上地区で唐津市相知消防団の非常召
集訓練が行われ、団員約250人が参加しました。
　これは、実践的な訓練により、団員のポンプ操法技術の向上
などを図ることを目的に実施しているものです。

　当日は、林野火災を想定した支所か
らの一斉指令で全分団の団員が出動。
各部の連携したポンプ操作で放水か
ら消火までの演習を行いました。
　周囲で見守っていた地域住民も、防
火に対する思いを一層高めていまし
た。

《七山》 挑戦「滝登り」
　７月25日、鳴神の丘運動公園から観音の滝までを会場に

「2010国際渓流滝登りinななやま」が開催され、23か国か
ら約1,400人が参加しました。

　今年は川の水量が多く、ハード
な大会となりましたが、それでも
豊かな自然のなかのコースを十
分楽しみながら進んでいました。
　ゴール後は、出店された唐津地
域の味自慢テントで特産物を味
わいながら疲れを癒

いや

しました。

《唐津》 神集島小学校児童が遠泳に挑戦
　８月２日、神集島小学校の児童が、住吉神社から白浜海水
浴場までの約500ｍを泳ぐ遠泳に挑戦しました。
　これは、神集島小学校の来年度の閉校を前に、小学校の思
い出づくりと挑戦する態度を育成するために行われたもの

です。昨年まで、500ｍを泳ぎ
きれる児童はいなかったとい
うことですが、体育の授業や放
課後、夏休みの水泳教室などで
練習を重ねた成果が実り、無事
全員が泳ぎきり良い思い出を
作りました。

《北波多》 北波多ふるさと夏まつり
　７月23日、北波多の夏の風物詩、ふるさと夏まつりが
開催されました。
　会場にはたくさんの出店が並び、商工会による抽せん
会や子どもたちによるウナギ運び競走・バンド演奏な
どのイベントで賑

にぎ

わいました。
　日が暮れると、美しくライトアップされた徳須恵祇園
山
やま

笠
かさ

を囲んで盆踊りをし、まつりの最後は1,000発の花
火で盛り上がりました。来場者は楽しい夏の思い出を作
りました。

《呼子》 水光呼子港まつり・花火大会
　８月１日、呼子港一帯で第36回水光呼子港まつり
が行われました。ガレージセールや魚族供養、遊

ゆ

海
かい

夏
な

運動会、夜市、花火大会など多くのイベントが行われ
１万３千人の人出で賑

にぎ

わいました。
　なかでも、午後８時からの港まつりの最後を飾る花火
大会では、約3,000発の打上花火や仕掛け花火・水中花
火が次々に大輪をさかせ、呼子港の海と夜空は鮮やかに
彩られました。また、仕掛け花火で「がんばれ宮崎県」の
文字が浮かびあがった時には、観客から歓声と拍手が沸
き上がっていました。
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　天川浮立は、正徳年間
（1711年～ 1716年）に
起こった日照りの際に、
雨ごいの儀式を行った
のが始まりといわれ、現
在は、五穀豊穣を感謝し
て、若宮神社に奉納する
祭として継承されてい
ます。

　現在の浮立は、「天川浮立保存会」の中から太鼓１名・
笛７名・小謡３名・鼓３名・大胴鉦１名・鉦９名・ささ
ら数名・もらし３名の奏者が選ばれて行われています。
　浮立当日は、川で身を清めた後に稽

けい

古
こ

場で「一打ち」し、
「道行き」の囃

はや

子
し

と共に笛吹き・小謡・鼓・鉦・ささら・
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人 の 動 き （８月１日現在）
人口130,910人(△25)　　男61,763人(△17)　　女69,147人(△8)　　世帯48,595世帯(＋19)

もらし・太鼓の順で列をなし若宮神社へ向かいます。太鼓
打ちが鳥居の前で「天

てん

衝
つく

（太陽と月が描かれた角型のかぶ
り物)」をかぶると、全員で階段を登り、境内で円陣をつく
ります。
　太鼓打ちは、太鼓を打ち終わるとバチを左腰に十字に組
み、神前に進んで礼拝すると共に、太鼓の前で御幣を切っ
て神前にぬかづき、境内を清めます。
　続いて、「まくり」の囃子で太鼓打ちが舞うしぐさが３
回繰り返され、合間に小謡が３番あげられます。
　境内での奉納はこれで終わり、階段を降り、鳥居をく
ぐったところで太鼓打ちは「天衝」をとり、向こう鉢巻き姿
となって「道行き」の囃子で帰
途につきます。
　天川浮立は、江戸時代から継
承される貴重な民俗文化財で
あり、今年も９月23日の秋分
の日に行われます。

□問 文化課(☎72-9171)

ふるさとの文化財巡り⑳

市指定重要無形民俗文化財　「天
あま

川
がわ

浮
ふ

立
りゅう

」
（指定年月日：昭和55年３月21日）

開始時間 放送内容

避難所案内

5:00 唐津市ニュース

6:00 各課からのお知らせ

7:00 唐津市ニュース

8:00 各課からのお知らせ

9:00 前週の特集番組再放送

11:00 各課からのお知らせ

12:00 唐津市ニュース

13:00 特集番組

15:00 各課からのお知らせ

16:00 特集番組

18:00 各課からのお知らせ

19:00 唐津市ニュース

20:00 特集番組

22:00 唐津市ニュース

23:00 各課からのお知らせ

24:00 唐津市ニュース

1:00 前週の特集番組再放送終了後避難所案内

※都合により番組および時間を変更して放送する場合があります。

８月30日～９月５日
　唐津学「末盧、松浦から唐津」

　【再放送】 肝がん市民公開講座

９月６日～９月19日
　消費者トラブル啓発ビデオ

　【再放送】 唐津学「末盧、松浦から唐津」

９月20日～９月26日
　海とヨットの講演会

　【再放送】 消費者トラブル啓発ビデオ

９月27日～ 10月３日
　唐津学「日韓交流史」（予定）

　【再放送】 海とヨットの講演会

□問 広報公聴課(☎72-9189)

チャンネルからつ番組表 特集番組
（番組編成の都合により、放送できない場合があります。
  ご了承ください。）

唐津市ニュース
は、耳の不自由
な人のために、
文字テロップ付
きで放送してい
ます。

各番組の終了後
は、「 お 知 ら せ
文字放送」を放
送します。 ９月市議会定例会中継

　市議会本会議開催時は、番組を変更し、議会中継を放送します。本
会議が午後６時30分までに終了した場合は、当日の午後７時から再
放送します。午後６時30分以降に終了した場合は、終了後30分をめ
どに再放送します。
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「
仕
事
に
は
３
ヶ
条
と
い
う
も
の
が
あ
る
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昔
、職
場
の
上
司
か
ら
こ
う
厳
し
く
教
え
ら

れ
た
事
を
思
い
出
す
。

　
仕
事
を
与
え
ら
れ
た
ら
、ま
ず
一
つ
め

は
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え
ら
れ
た
期
限
の
中
で
、誰だ

れ

よ
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早
く
や
っ
て
み
せ
る
。
二
つ
め
に
、
期
限

い
っ
ぱ
い
の
時
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使
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よ
り
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度
の
濃
い
仕
事
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や
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と
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無
い
方
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か
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や
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話
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よ
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い
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と
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思
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乗
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天川浮立
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